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1

5(男性）

12（女性）

3

6

9

17 ✕

分野別計画・指針
第2次所沢市保健医療計画、所沢市新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等対策行動計画、所沢市国民健康保険保健
事業実施計画(ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ計画)、『生きる』を支える所沢市行動計画～気づき､寄り添い､支え合う所
沢をめざして～、第三次所沢市市民医療ｾﾝﾀｰ改革ﾌﾟﾗﾝ、第2次所沢市ｽﾎﾟｰﾂ推進計画

✕

歯科口腔の健康保持・
増進

◆　前年度の取り組み状況に対する振り返り
　○トコトコ健幸マイレージ事業は、令和2年7月から埼玉県が実施する「コバトン健康マイレージ事業」に参入しており、本市独自のポイント・景品を設
定することで、より魅力ある事業となるよう努めた。参加者の募集にあたっては、保健師の地区活動や県のイベント、地域情報誌への掲載など様々
な方法で周知を図った。（目標参加人数：11,000人、R4.3月末参加者数：10,752人）
　○母子保健事業は、子育て世代包括支援センタ－かるがもを中心に妊娠期からの切れ目のない支援を実施したほか、地区担当制による保健事
業は、市内各地区の健康課題を把握し、関係機関や市民団体と連携し、協力を得ながら事業を実施するなど地区ごとの特性に応じた活動を実施し
た。
　○１歳６か月児及び３歳児健康診査は、新型コロナウイルス感染防止対策として１回の人数を縮小し開催回数を増やすなどして対応した。
　○むし歯のない３歳児の割合が目標値に達し、前年度と比較しても改善している。むし歯予防の健康教育動画を作成し配信した。
◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、その理由・分析
　○健幸（健康）マイレージ事業の参加者の1日平均歩数は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から外出自粛が呼びかけられた期間があっ
たことなどから歩数が伸びなかった。
　〇乳幼児健康診査については、新型コロナウイルス感染症の影響も少なからずあったものの前年度実績を上回ることができたが、高い目標値に
は届かなかった。
  〇食育の推進については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業を中止したことにより事業目標が未達成となった。

○

✕

R3年度
実績

8,000
健幸（健康）マイレージ事業の参加者の1日
平均歩数

R6年度
目標値

R3年度
目標値

8,000

R6年度
目標値

健康づくり

808

満足度

33.2%

健康づくり支援課

達成
状況

単位

関係
所属

要望度

13.9%

力を入れてほしい
と回答した人数

338

R3年度
目標値

R3年度
実績

基本方針

位

第１節

単位
（H29）
現状値

「健康づくり」
所沢市は市民が健康づくりに取り組むための支援や環境が充実している

評価指標の
達成状況

満足、まあまあ満
足と回答した人数

指標名

施策に対する市民満足度 ・要望度
（「令和3年度所沢市市民意識調査」の結果）※回答数：2,437人

健康寿命の順位

令和 4 年度　施策評価表

第

市民一人ひとりが、それぞれのおかれている状態の中で、心身の健康を実感しながら、地域の中で
安心していきいきと暮らせるまちをめざします。

3 章 健幸（けんこう）長寿のまち

まちづくりの目標

88.0

97.5

食育に関する料理教室や講習会の開催回
数

回 16

％

18

94.2 99.0

11

87.7

乳幼児健康診査受診率

むし歯のない3歳児の割合 ％ 87.3

母子保健事業の充実

食育の推進

事業目標

事業目標の達成状況

（H29）
現状値

3-1-1

92.6

主体的な健康づくりの
推進

3-1-2

3-1-3

3-1-4

7,179歩

達成
状況

94.3

✕

✕16

7,029

節の基本方針への取り組み状況
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平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

　

エネルギーをみんなにそしてクリーンに

産業と技術革新の基盤を作ろう

働きがいも経済成長も8

レ つくる責任　つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

　

12

13

14

15

7

すべての人に健康と福祉を

　

質の高い教育をみんなに

　

安全な水とトイレを世界中に

　

ジェンダー平等を実現しよう

4

5

　

　

　 17

16

レ

　3

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを11

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

ＳＤＧｓへの貢献

レ 10

R4.6.20 記入者職氏名 健康推進部保健センター長　安藤　善雄評価日

　

　

1

2

　

　

　

6

9

◆　「基本方針」に基づいて今後優先して取り組むべき内容
　○新型コロナウイルス感染症が収束しない中、新しい生活様式を実践する中での生活不安や育児不安等によるストレスから児童虐待やＤＶ被害
等が懸念されるため、乳幼児や保護者の状況を把握し、適切な支援に繋げるとともに、保護者の不安を軽減できるよう、様々な子育て等に関する情
報提供を実施していく。
　○コロナ禍により地域の交流の機会が減少しているが、新たな健康課題を確認し、引き続き、状況に適した地区保健活動を進めていく。
　〇むし歯予防のために作成した健康教育動画を配信し、1歳6か月児健診の保護者に周知する等、幼児のむし歯予防に取り組む。
◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、目標達成に向けて今後実施していく内容
　○健幸（健康）マイレージ事業の１日平均歩数については、感染防止策をとりながら歩くことを推奨するため、ＳＮＳを利用し、歩きたくなる情報の発
信やイベントの開催などを実施していく。
　〇健診の受診率向上につながるよう周知していくとともに、未受診者への受診勧奨を引き続き実施していく。また、３歳児健診については、健診時
に屈折検査を実施するとともに、受検者に無料の３歳児フッ化物塗布券の配付を行う取組を実施していく。
　〇食育の推進については、3密の回避のほか、消毒を徹底するなど感染防止対策を講じた上で事業を実施していく。

今後の方向性
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節の基本方針への取り組み状況

◆　前年度の取り組み状況に対する振り返り
　○９歳の誕生月に予診票を送付する日本脳炎２期は、ワクチン供給不足であったため、次年度に接種になる旨を通知した。
　〇HPVワクチンの積極的勧奨が再開され、3月に次年度高校1年生になる女子に予診票を送付した。
　〇新型コロナワクチン接種は、集団接種及び個別接種を並行して進め、3月末までに高齢者の77.2%が3回目接種を終了した。
　○がん検診は、安心して受診いただけるよう新型コロナウイルス感染対策を継続しつつ、受診控えをしないよう、市ホームページやところざわほっと
メールで呼びかけた。また、子宮頸がん検診の勧奨通知は、前年度新型コロナウイルス感染症の影響で送付できなかった対象者にも送付し受診を
促した。
　〇こころの健康講座は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため定員数を縮減して実施した。感染状況を見て予定していた2講座を中止したが、
感染状況が落ち着いていた時期の開催となった「こころの美術展」は来場者数が増加した。
　〇思春期こころの健康相談について、高校養護教諭等への周知を行ったところ相談者数が増加した。
　○予約制健康相談については、感染防止対策を講じて実施した。また、コロナ禍での健康増進、感染防止について、市ホームページや集団接種会
場など様々な媒体を活用し、周知啓発を充実させた。
◆前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、その理由・分析
　○がん検診は、胃・大腸・子宮頸がん検診の受診者数で、コロナ前の令和元年度実績を上回ったが、他の検診ではコロナ前の水準にも届かず、目
標に及ばなかった。
　〇予約制健康相談については、不要不急の外出自粛が要請されたことから、保健センターまで出向いての相談を控える方が多く目標に及ばな
かった。

今後の方向性

◆　「基本方針」に基づいて今後優先して取り組むべき内容
　○HPVワクチンの積極的勧奨の再開、キャッチアップ接種の開始に伴い、問い合わせ等が増えてくることが予想されることから丁寧な対応に努め
る。
　○がん検診の普及啓発を進め、受診者の増加に努める。
　〇自殺防止に向け、アウトリーチチームと連携し、高校生等若年層の相談に丁寧に対応し早期回復に努める。
　○感染症の予防と自粛による健康被害を防ぐために、バランスの良い食事・適度な運動・規則正しい生活による健康づくりを進めると共に、自粛に
よる健康被害防止についても周知啓発を進める。
◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、目標達成に向けて今後実施していく内容
　○がん検診の勧奨通知に関して、勧奨の対象や時期、受診したくなる内容を検討していく。また、受診しやすい環境を整えるため、集団検診の個別
化を検討していく。
　〇予約制健康相談については、自粛による心身の健康被害防止の視点をもちながら、適切な相談対応に努め、必要とする方が躊躇せず相談がで
きるよう周知啓発を図っていく。

37 ○ 323-2-4
精神疾患対策と自殺防
止対策

思春期こころの健康相談の相談者数 人 28 30

47,000

3-2-4
精神疾患対策と自殺防
止対策

こころの健康講座等の参加者数 人 3,246 3,325 3,343 ○ 3,400

✕ 200

3-2-3 がん検診の普及啓発 がん検診の受診者数 人 40,170 44,000 41,455 ✕

81 ○ 84

3-2-2
生活習慣病予防の普
及啓発

予約制健康相談（健康・栄養・歯科・リハビ
リ）の相談者数

人 174 190 133

3-2-1
予防接種・感染症の情
報提供

二種混合予防接種の接種率 ％ 77 81

事業目標の達成状況

基本方針 事業目標 単位
（H29）
現状値

R3年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

大腸がん検診の受診率 ％ 7.9 8.3 8.1 ✕ 8.6

「早期発見・疾病予防」
所沢市は検診や予防接種など、病気を発見・予防する取組が充実している

986 40.5% 416 17.1%

評価指標の
達成状況

指標名 単位
（H29）
現状値

R3年度
目標値

関係
所属

健康管理課、健康づくり支援課

施策に対する市民満足度 ・要望度
（「令和3年度所沢市市民意識調査」の結果）※回答数：2,437人

満足、まあまあ満
足と回答した人数 満足度

力を入れてほしい
と回答した人数 要望度

第2節 早期発見・疾病予防
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　 9 産業と技術革新の基盤を作ろう

評価日 R4.6.20 記入者職氏名 健康推進部保健センター長　安藤　善雄

レ 8 働きがいも経済成長も レ 17 パートナーシップで目標を達成しよう

　 7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 　 16 平和と公正をすべての人に

　 6 安全な水とトイレを世界中に 　 15 陸の豊かさも守ろう

レ 5 ジェンダー平等を実現しよう 　 14 海の豊かさを守ろう

　 4 質の高い教育をみんなに 　 13 気候変動に具体的な対策を

レ 3 すべての人に健康と福祉を 　 12 つくる責任　つかう責任

　 2 飢餓をゼロに 　 11 住み続けられるまちづくりを

ＳＤＧｓへの貢献

　 1 貧困をなくそう レ 10 人や国の不平等をなくそう
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節の基本方針への取り組み状況

◆　前年度の取り組み状況に対する振り返り
　○所沢地区病院群輪番制事業は、新型コロナウイルス感染症の影響が懸念される中、各参加医療機関の感染症対策の徹底により、年度を通じて
継続的に事業が実施できた。
　○在宅当番医制事業は、所沢市医師会との連携及び感染症対策の徹底により、祝休日及び年末年始の初期救急体制を確保し、円滑に実施し
た。また、歯科診療所あおぞらの休日緊急歯科診療についても、感染症対策を徹底し継続的に実施した。
 ○市民医療センターの運営においては、令和2年度から継続して実施している新型コロナウイルス感染症に係る検査や発熱者・濃厚接触者への診
療体制の強化に努めた。また、新型コロナウイルス感染症の退院基準を満たした患者の入院の受け入れ、中和抗体薬(点滴)の投与、経口薬の処方
を実施した。一方で、新型コロナウイルス感染症第５波、第６波の感染拡大期においても、感染防止策を講じつつ通常の診療体制も維持し、市民が
安心して受診できるよう安定的な医療の提供に努めた。
◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、その理由・分析
　○歯科診療所あおぞらの障害児者の診療については、一定の治療を終え、リコール診療(定期検査)に移行している患者が増加していること、さら
には感染症対策として、消毒の徹底及び患者間の接触を減らすために、診療間隔を従来より長く取ったことから受診者数が伸びず、目標値に達しな
かった。
　○地域包括ケア病床の利用率については、新型コロナウイルス感染症の退院基準を満たした患者の受け入れのため一部の病床利用を制限して
いたことや、感染拡大期においてはコロナ対応及び診療を優先とした体制を取っていたこと、また、地域包括ケア病床での療養が適する病状が安定
した患者が少ない時期があったことなどから目標値に達しなかったものと考えている。

今後の方向性

◆　「基本方針」に基づいて今後優先して取り組むべき内容
　○救急医療、地域医療を安定的に提供するため、今後も県や保健所、所沢市医師会と連携し、所沢地区病院群輪番制事業や在宅当番医制事業
等の充実に努めていく。
　○歯科診療所あおぞらの診療にあたっては、今後も新型コロナウイルス感染症対策を徹底していく。
　○市民医療センターと市内医療機関等との連携体制を継続し、引き続き小児初期救急医療体制の維持と安定的な運営に努めていく。また、内科
においては、急性期を脱し、病状が安定した患者の在宅復帰に向けて、リハビリテーション機能の更なる充実を図る。
◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、目標達成に向けて今後実施していく内容
　○歯科診療所あおぞらにおける障害児者の診療については、利用者が診療情報等を得やすいよう所沢市歯科医師会と協力しパンフレットやＨＰに
より情報提供に努めていく。また、上記理由により、目標値の達成は厳しいが、診療にあたっては、今後も摂食嚥下指導を行うなど障害児者ひとり一
人に寄り添いながら丁寧に行っていく。
　○地域包括ケア病床の利用など、市民医療センターの診療内容についての周知に努め、地域の医療・介護・福祉との連携を更に深めていく。
　○感染症対策を講じながら、安定した受け入れ態勢や病床管理等の調整を図る。

90

✕ 850

3-3-3
市民医療センターの運
営

地域包括ケア病床の利用率 ％ - 85 66 ✕

実施 ○ 現状維持

3-3-2 地域医療の充実
所沢市歯科診療所あおぞらの障害児者の診
療実績

人 821 850 689

3-3-1 救急医療の充実 在宅当番医制の実施状況 - 実施 現状維持

事業目標の達成状況

基本方針 事業目標 単位
（H29）
現状値

R3年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

所沢地区病院群輪番制病院の実施 ％ 実施 現状維持 実施 ○ 現状維持

「地域医療」
体調を崩したときに身近に受診できる医療機関がある

1,420 58.3% 612 25.1%

評価指標の
達成状況

指標名 単位
（H29）
現状値

R3年度
目標値

第3節 地域医療

関係
所属

保健医療課、市民医療センター

施策に対する市民満足度 ・要望度
（「令和3年度所沢市市民意識調査」の結果）※回答数：2,437人

満足、まあまあ満
足と回答した人数 満足度

力を入れてほしい
と回答した人数 要望度
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　 9 産業と技術革新の基盤を作ろう

評価日 R4.6.20 記入者職氏名
健康推進部次長　市川　勝也
市民医療センター事務部総務担当参事　中村　まさみ

　 8 働きがいも経済成長も レ 17 パートナーシップで目標を達成しよう

　 7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 　 16 平和と公正をすべての人に

　 6 安全な水とトイレを世界中に 　 15 陸の豊かさも守ろう

　 5 ジェンダー平等を実現しよう 　 14 海の豊かさを守ろう

　 4 質の高い教育をみんなに 　 13 気候変動に具体的な対策を

レ 3 すべての人に健康と福祉を 　 12 つくる責任　つかう責任

　 2 飢餓をゼロに 　 11 住み続けられるまちづくりを

ＳＤＧｓへの貢献

　 1 貧困をなくそう レ 10 人や国の不平等をなくそう
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節の基本方針への取り組み状況

◆　前年度の取り組み状況に対する振り返り
  ○保険給付の適正化のため、第三者行為求償案件の被害届の届出義務について、市のＨＰにて周知を図った。
  ○特定健康診査の受診率向上のため、各関係機関とも連携し、受診勧奨業務に取り組んだ。
　○医療費適正化のため、糖尿病性腎症重症化予防対策事業及びジェネリック医薬品の数量シェア向上に引き続き取り組んだ。
　○後期高齢者の健康保持・増進のため、健康診査を実施した。実施にあたっては、対象者に受診券を個別送付した他、新聞折込チ
ラシの作成やケーブルテレビでの放映を行った。
◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、その理由・分析
　○特定健康診査受診率については、令和３年度実績が確定していないため、未達成の判断ができない。元年度末頃より新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受けている状況でも令和３年度においては回復してきている。また、４０歳代の受診率が特に低いため、若年
層に働きかける必要がある。
　〇ジェネリック医薬品の数量シェアについては、令和２年度までは上昇傾向だったが、令和３年６月診療分あたりから市場での供給
不足問題の影響を受け、下降に転じたと考えられる。
　○後期高齢者健康診査の令和３年度実績が確定していないため、未達成の判断ができない。

　※数値が確定していないものについては、前年の実績で評価を行った。

今後の方向性

◆　「基本方針」に基づいて今後優先して取り組むべき内容
　○国民健康保険の健全な運営のため、医療費通知をはじめとした被保険者への周知等により、健康への関心を深め適正な保険給
付が行えるよう努める。
　○特定健康診査等の受診率向上に向け、医師会との連携を図り、引き続き普及啓発を実施していく。
  ○保険給付の適正化のため、届出のない第三者求償案件の発見に資する取組をさらに強化する。
　○保健事業と介護予防事業の一体的実施事業にあっては、広域連合との連携とともに企画担当保健師が全体の企画・調整のほ
か、ハイリスクアプローチでのイベント実施と訪問を行う。
◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、目標達成に向けて今後実施していく内容
　○特定健康診査等の受診率については、若年層も意識した普及啓発を実施していく。
　○人工透析の新規移行者数については、埼玉県国民健康保険団体連合会が実施する事業に引き続き参加し、削減に努めていく。
　○ジェネリック医薬品の数量シェアについては、所沢市薬剤師会及び薬局、被保険者等の意見も参考にしながら、普及啓発に取り
組んでいく。

15,306
（R2）

○ 16,9003-4-5
後期高齢者医療制度
の充実

後期高齢者健康診査の受診者数 人 13,125 15,000

現状値
以下

3-4-4
ジェネリック医薬品の利
用促進

ジェネリック医薬品の数量シェア ％ 71.9 80 78.6 ✕ 80

✕ 20

3-4-3
生活習慣病重症化予
防の対策

人工透析の新規移行者数 人 35
現状値
以下

44 ✕

48 ○
現状値
以上

3-4-2
特定健康診査等の充
実

30歳代の被保険者の健康診査受診率 ％ 9.7 16 12.2

3-4-1 保険給付の適正化 第三者行為求償件数 件 45
現状値
以上

事業目標の達成状況

基本方針 事業目標 単位
（H29）
現状値

R3年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

特定健康診査の受診率 ％ 39 55
35.1
(R2)

✕ 60

「医療保険・医療情報」
所沢市から医療に関して必要な保険サービスが提供されている

814 33.4% 448 18.4%

評価指標の
達成状況

指標名 単位
（H28）
現状値

R3年度
目標値

第4節 医療保険・医療情報

関係
所属

国民健康保険課

施策に対する市民満足度 ・要望度
（「令和3年度所沢市市民意識調査」の結果）※回答数：2,437人

満足、まあまあ満
足と回答した人数 満足度

力を入れてほしい
と回答した人数 要望度
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　 9 産業と技術革新の基盤を作ろう

評価日 R4.6.20 記入者職氏名 健康推進部次長　市川　勝也

　 8 働きがいも経済成長も レ 17 パートナーシップで目標を達成しよう

　 7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 　 16 平和と公正をすべての人に

　 6 安全な水とトイレを世界中に 　 15 陸の豊かさも守ろう

　 5 ジェンダー平等を実現しよう 　 14 海の豊かさを守ろう

　 4 質の高い教育をみんなに 　 13 気候変動に具体的な対策を

レ 3 すべての人に健康と福祉を 　 12 つくる責任　つかう責任

　 2 飢餓をゼロに 　 11 住み続けられるまちづくりを

ＳＤＧｓへの貢献

　 1 貧困をなくそう レ 10 人や国の不平等をなくそう
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.

　 9 産業と技術革新の基盤を作ろう

評価日 R4.6.20 記入者職氏名 教育総務部次長　皆川　博幸

　 8 働きがいも経済成長も レ 17 パートナーシップで目標を達成しよう

　 7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 　 16 平和と公正をすべての人に

　 6 安全な水とトイレを世界中に 　 15 陸の豊かさも守ろう

　 5 ジェンダー平等を実現しよう 　 14 海の豊かさを守ろう

　 4 質の高い教育をみんなに 　 13 気候変動に具体的な対策を

レ 3 すべての人に健康と福祉を 　 12 つくる責任　つかう責任

　 2 飢餓をゼロに 　 11 住み続けられるまちづくりを

ＳＤＧｓへの貢献

　 1 貧困をなくそう レ 10 人や国の不平等をなくそう

節の基本方針への取り組み状況

◆　前年度の取り組み状況に対する振り返り
　○Ｗｅｂアンケートの導入により、週１回以上スポーツ実施する成人の割合が、平成３０年度より目標値を上回っている。
　○運動施設の利用者は令和２年度より増加しており、特にパークゴルフ場の利用者が前年度より急激に増えている。（Ｒ2：5,538人、Ｒ3：9,138人）

◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、その理由・分析
　○施設利用者数は令和2年度に比べ1.43倍と回復しているものの、市民体育館が４か月間新型コロナワクチンの集団接種会場となったこと
　　及びガイドラインに沿って各施設の利用人数の制限を設けていることにより未達成となった。
　○主に臨時休館や開館時間の変更等の情報発信の減少によるもの。

今後の方向性

◆　「基本方針」に基づいて今後優先して取り組むべき内容
　○各種スポーツ大会や教室等を充実させ、ライフステージに応じたスポーツ活動が気軽に楽しめる環境づくりを進める。
　〇各スポーツ施設の経年劣化に伴い、計画的な修繕を行い施設環境の充実を図る。

◆　前年度の評価指標・事業目標が未達成の場合、目標達成に向けて今後実施していく内容
　○新型コロナウイルス感染症との共存を見据え、大規模大会の誘致や体操教室等の事業を積極的に行っていく。
　○従来の大会情報に加え、所沢市ゆかりの選手等のスポーツ情報の発信に努める。

862,000

3-5-4
スポーツに触れる機会
の充実

市ホームページ等のスポーツ情報発信数 回 213 270 213 ✕ 315

○ 6,600

3-5-3
スポーツ活動の支援と
環境整備

スポーツ・レクリエーション施設利用者数 人 858,492 860,500 639,597 ✕

62.5 ○ 52

3-5-2
競技会場の確保や交
流機会の充実

ところざわほっとメールにおける「スポーツ情
報」の利用登録者数

人 4,554 5,700 7,020

3-5-1
スポーツ活動を通した
健康・体力づくりの推進

週1回以上スポーツを実施する成人の割合 ％ 38.2 46

事業目標の達成状況

基本方針 事業目標 単位
（H29）
現状値

R3年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

R3年度
実績

達成
状況

R6年度
目標値

スポーツを楽しんでいる市民の割合 ％ 47.6 49.5 43.7 ✕ 51.0

「スポーツ推進」
所沢市はスポーツ活動やスポーツに触れる機会が充実している

581 23.8% 199 8.2%

評価指標の
達成状況

指標名 単位
（H29）
現状値

R3年度
目標値

第5節 スポーツ推進

関係
所属

スポーツ振興課

施策に対する市民満足度 ・要望度
（「令和3年度所沢市市民意識調査」の結果）※回答数：2,437人

満足、まあまあ満
足と回答した人数 満足度

力を入れてほしい
と回答した人数 要望度

9/9


